
障
害
者
の
訓
練
や
相
談
の
場
、

地
域
と
の
交
流
の
場
と
し
て
活
動

北
野
ハ
ピ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

「
館
ま
つ
り
」

す
る「
北
野
ハ
ピ
ネ
ス
セ
ン
タ
U
」

の
毎
年
恒
例
の
お
祭
り
で
す
。
盆

踊
り
、
模
擬
店
、
ゲ
U
ム
コ
U
ナ

U
や
通
所
者
の
バ
ン
ド
「
ハ
ピ
ネ

ス
オ
U
ル
ス
タ
U
ズ
」
に
よ
る
コ

ン
サ
U
ト
な
ど
で
夏
の
１
日
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
七
宝
焼
、
陶

芸
な
ど
の
通
所
者
作
品
の
展
示
販

売
も
行
い
ま
す
。

▽
７
月
24
日
œ
午
後
４
時
30
分
〜

８
時
、
北
野
ハ
ピ
ネ
ス
セ
ン
タ
U

（
北
野
１
―
９
―
29
）
で
。

※
ご
み
減
量
の
た
め
「
使
い
捨

て
で
な
い
食
器
」
の
持
参
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
持
参
者
に
は
模
擬

店
で
特
典
が
あ
り
ま
す
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、車
い
す
使
用
の
方
な
ど
は
、

前
日
ま
で
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
駐
車
ス
ペ
U
ス
を
ご
用
意
し
ま

す
。∞

同
セ
ン
タ
U
ò
48
―
６
３
３

１

芸術文化センターの屋外ゾーンがお祭り広場

に変身¿ジャズやアルゼンチン・タンゴ、迫力

満点のアフリカン・パーカッション、そして今

回は吉祥寺や

新宿の路上ラ

イブで人気の

バンドも登場

します。飲み

物やスナック

の出店（有料）

もあります。

夕涼みのひと

ときに、ビールを片手に暑さを忘れて盛り上が

りましょう¿

◆出演 三鷹市ＰＭＳジャズオーケストラ、オ

ルケスタzチェタンゴ`テッシン＆サンロー

ド・ホッパーズ、アフリカン・エキスプレス

ë７月21日è午後６時～８時30分（雨天中止）、

芸術文化センター・フェスティバル・スペース

で。

�当日、直接会場へ。

≥芸術文化振興財団ò47―5122

20
歳
と
な
っ
た
新
成
人
の
門
出

を
祝
し
、
市
で
は
今
年
も
、
式
典

と
交
流
ふ
れ
あ
い
企
画
で
構
成
す

る
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
新
成
人
の
意
見
を
反
映

し
、
新
成
人
が
市
民
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
市
政
に
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
に
な
る
成
人
式
に
す
る

た
め
に
、「
交
流
ふ
れ
あ
い
の
部
」

の
検
討
や
当
日
の
運
営
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
実
行
委
員
を
募
集
し

ま
す
。
実
行
委
員
会
は
８
月
か
ら

毎
月
１
〜
２
回
程
度（
夜
間
開
催
）

の
予
定
。
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
７
月
31
日
œ
ま
で
に
、
生
涯
学

習
課
児
童
青
少
年
係
ò
内
線
３
３

１
２
・
Ｅ
メ
U
ルshog

ai@
cit

y.m
itaka.tokyo.jp

（「
成
人
式

実
行
委
員
会
参
加
希
望
」
・
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
・
メ
U
ル
ア

ド
レ
ス
・
生
年
月
日
記
入
）
へ
申

し
込
む
。

発
さ
れ
発
展
し
て
き
た
か
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
の
調
査
対
象
範
囲
は
、

井
の
頭
と
牟
礼
全
域
で
す
。
対
象

地
域
の
方
に
は
個
別
に
文
書
で
協

力
の
お
願
い
を
し
ま
す
が
、
対
象

地
域
以
外
で
も
建
物
の
所
有
者
や

市
民
の
み
な
さ
ん
で
、
推
薦
す
る

建
造
物
や
昔
の
街
の
写
真
・
資
料

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

調
査
は
、
工
学
院
大
学
教
授
の

初
田
亨
さ
ん
と
、
建
築
史
専
攻
の

大
学
院
生
な
ど
が
行
い
ま
す
。
調

査
員
は
三
鷹
市
教
育
委
員
会
発
行

の
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。∞

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
・
文

化
財
係
ò
内
線
３
３
１
４

２００３・７・６�　まちづくり研究所　チケットインフォメーション 広報

●電話予約
芸術文化センターò47－5122
●窓口販売 芸術文化センター／三
鷹市美術ギャラリー／三鷹市公会堂
※学生券をお求めの方は当日学生

証を拝見します。
●販売時間・休館日
10：00～19：00  月曜日休館。
●プレイガイド
チケットぴあ ò0570－02－9999

主催事業のチケットに関していろ
いろな会員特典があります。（年会
費2,000円）
①優先予約、②割引（１公演２枚

まで）、③無料郵送（口座振替ご利
用の方）、④芸術文化センター内レ
ストランの割引
申込即日から優先予約もできま

す。お気軽に芸術文化センターへ。

７月26日—14:00開演
全席指定／会員＝2,000
一般＝2,500 学生＝1,300
終演後の交流パーティ＝3,000
（要予約、40人）
出演／中野振一郎（チェンバロ）、
中村朋子（ソプラノ）、コレギウ
ム・ムジクム・テレマン（古楽器合
奏）、企画監修とお話／池田卓夫
（日本経済新聞社編集委員）
曲目／Ｊ.Ｓ.バッハ：ヴァイオリン
と通奏低音のためのソナタ　Ｗ.Ａ.
モーツァルト：チェンバロ協奏曲ほ
か
偽作、誤

伝…現代の
我々にとっ
ては結構意
外なバロッ
ク音楽を大
解 剖 し ま
す。注目の

チェンバロ奏者、中野振一郎と彼が
率いる古楽器アンサンブルの演奏と
歌、軽妙洒脱なトークで繰り広げら
れる、目から鱗の物語。

10月18日—　14:00開演
全席指定／会員＝2,000
一般＝2,500 学生＝1,300
終演後の交流パーティ＝3,000
（要予約、40人）
出演／礒絵里子（ヴァイオリン）
田崎悦子（ピアノ）
企画監修とお話／池田卓夫（日本経
済新聞社編集委員）
曲目／ベートーヴェン：ヴァイオリ
ン・ソナタ第８番ト長調　バルトー
ク：ヴァイオリン・ソナタ第２番
ほか
ヴァイオリンの巨匠、イーゴリ・

オイストラフの愛弟子にして、数々
のコンクールに入賞を続けている若
手の俊英、磯絵里子と、ニューヨー
クを基盤にして世界的に活躍してき
た田崎悦子という異色の顔合わせに
よるデュオ。ヴァイオリンとピアノ
で奏でられる「うた」の数々を、池
田さんの興味深いお話も交えてお届
けします。

８月1日–～22日–
全席指定／
前売　会員＝3,600 一般＝4,000
当日　会員＝4,000 一般＝4,400
◎アナザーバージョン
全席指定／
前売　会員＝900 一般＝1,000
当日　会員＝1,350 一般＝1,500
作・演出：ケラリーノ・サンドロヴ
ィッチ
出演：市川しんぺー・千葉雅子（猫
のホテル）小村裕次郎　旗島伸子　
弘中麻紀（ラッパ屋）依田朋子・湯
澤幸一郎（天然ロボット）ほか
「ナイロン100℃」の主宰者で、

演劇界の注目を集める鬼才ケラリー
ノ・サンドロヴィッチが作・演出を
手掛け、小劇場界の人気役者をそろ
えてオリジナルな公演を行う「ＫＥ
ＲＡ ＭＡＰ」。「青十字」はナンセ
ンスな笑いを交え、ケラ氏のダーク
な側面を存分に味わえる秀作です。
また、オーディションで600人の応
募者から選ばれ、２カ月の稽古を積
んだ参加者による同一演目のアナザ
ーバージョン公演もあります。

●ＫＥＲＡ ＭＡＰ＃２「青十字」

友の会ＭＡＲＣＬ（マークル）

チケットのお求め方法

チケットインフォメーション
三鷹市芸術文化振興財団
（三鷹市芸術文化センター内）

ò47-5122
http://mitaka.jpn.org/

★印の公演には託児サービスがあ
ります。※料金500円、要予約、対
象：１歳半から未就学児、定員10名 芸術文化センター星のホール

芸術文化センター風のホール

★礒絵里子＆田崎悦子
デュオ・リサイタル

「唱・歌・詩・唄」

●は本公演　◎はアナザーバージョン

「青十字」タイムスケジュール
 8月

14:00
19:00

1
金

●

2
土
●
●

3
日
●

4
月
休
演

5
火

●

6
水

●

7
木
休
演

8
金

●

9
土
●
●

10
日
●

11
月
休
演

12
火

●

13
水

●

14
木

◎

15
金

●

16
土
◎
●

17
日
●

18
月
休
演

19
火

●

20
水

◎

21
木

●

22
金
●

★中野振一郎＆コレギウム・
ムジクム・テレマンによる
その時作曲家がすり替わった」

新
成
人
の
み
な
さ
ん

「
成
人
式
」実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す

街
と
建
物
の
歴
史
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
13

年
度
か
ら
、
昭
和
20
年
ご
ろ
ま
で

に
建
て
ら
れ
た
住
宅
な
ど
歴
史
的

建
造
物
の
本
格
的
な
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
貴
重

な
近
代
の
文
化
遺
産
で
あ
る
建
物

な
ど
を
記
録
保
存
す
る
と
と
も

に
、
三
鷹
の
街
が
ど
の
よ
う
に
開

三
鷹
俳
句
会
６
月
の
秀
句

（
井
の
頭
公
園
吟
行
）

母
猿
の
胸
は
揺
り
か
ご
若
葉
風岡

田
　
幸さ

ち

子

萍
う
き
く
さの

花
か
ら
覗
く
鯉
の
口

南
　
　
み
ち

ハ
ク
ビ
シ
ン
顔
隠
し
寝
て
黴ば

い

雨う

の
檻

田
中
　
淑よ

し

子

「
お
茶
の
水
」
水
の
自
在
に
苔
の
花

大
竹
ハ
ル
子

歯
並
び
の
き
れ
い
な
笑
顔
風
青
し

大や
ま

和と

谷だ
に

慈
子

青
蛙
小
さ
く
と
ん
で
雨
乞
し

浅
沼
仁
美
子

額
の
花
池
面
に
揺
れ
て
七
井
橋板

橋
ク
ラ
子

大
幹
の
せ
り
出
す
水
面
緑
映
え小

木
曽
貞
子

有
事
法
可
決
緑
蔭
平
和
像
　
寺
岡
美
由
　

幽
か
な
る
塑
像
の
呼
吸
夏
の
黙も

だ牧
　
　
文
子

玉
川
や
大
宰
を
誘
い
し
深
緑

大
野
　
　
三

六
月
や
象
の
一
日
所
在
な
く

拝
司
　
園
子

万
緑
や
横
一
文
字
七
井
橋
　
高
見
　
　
勝

象
の
し
わ
年
月
は
る
か
麦
の
秋寺

田
　
登
代

一
対
の
紫
灯
籠
夏
木
立
　
　
大
和
田
　
淳

病
み
て
よ
り
ゆ
る
り
と
浴
び
る
万
緑
光

土
井
　
雅
子

◆
７
月
句
会
の
お
知
ら
せ

７
月
13
日

À
午
後
１
時
か
ら
、
三
鷹
駅
前
地
区
公
会

堂
で
。
兼
題
「
風
鈴
」「
当
季
雑
詠
」
出

句
四
句
。
資
料
代
１
千
円
。

く
わ
し
く
は
大や

ま

和と

谷だ
に

宅
ò
46
―
９
８

２
０
へ
。

（
選
者
）
井
上
　
弘
　
飯
田
六
斗

雨
情
の
碑
遠
き
日
を
透
く
若
楓根

岸
　
　
操

空
っ
ぽ
の
子
供
電
車
や
夏
の
蝶小

泉
　
秀
夫

「
新
し
い
協
働
型
社
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
を
研
究
テ
U
マ
と

す
る
三
鷹
市
ま
ち
づ
く
り
研
究
所

第
１
分
科
会
（
座
長
・
中
村
陽
一

立
教
大
学
教
授
）
か
ら
、
本
年
秋

に
開
設
を
予
定
し
て
い
る
市
民
協

働
セ
ン
タ
U
（
仮
称
）
の
運
営
方

法
や
基
本
的
な
機
能
の
あ
り
方
を

ま
と
め
た
第
２
次
提
言
が
、
６
月

25
日
、市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
第
２
次
提
言
は
、
昨
年
11

月
に
提
出
さ
れ
た
第
１
次
提
言
の

基
本
的
な
視
点
を
ふ
ま
え
、
さ
ら

に
具
体
的
な
検
討
を
重
ね
た
も
の

で
、
実
証
実
験
と
し
て
の
試
行
を

前
提
と
し
、
企
画
運
営
委
員
会
の

設
置
な
ど
運
営
方
法
や
、
市
民
参

加
の
窓
口
機
能
、「
新
し
い
公
共
」

分
野
に
お
け
る
協
働
推
進
機
能
な

ど
基
本
的
な
機
能
に
つ
い
て
提
言

し
て
い
ま
す
。

市
で
は
こ
の
提
言
を
受
け
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
利
用
で
き

る
活
動
・
交
流
の
「
場
」
と
し
て
、

旧
三
鷹
労
政
事
務
所
・
労
政
会
館

の
移
転
後
の
施
設
を
活
用
し
た
市

民
協
働
セ
ン
タ
U
（
仮
称
）
の
整

備
を
目
指
し
、
開
設
準
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

◆
提
言
の
特
徴

º
は
じ
め
か
ら
固
定
的
な
運
営
の

あ
り
方
を
示
す
の
で
は
な
く
、
実

証
実
験
と
し
て
の
試
行
的
な
設
置

運
営
か
ら
ス
タ
U
ト
す
る
。

º
市
民
・
関
係
団
体
等
で
構
成
さ

れ
る
企
画
運
営
委
員
会
を
設
置

し
、
運
営
の
提
案
を
行
う
。

º
運
営
を
支
援
し
自
ら
も
主
体
的

に
活
動
す
る
会
員
制
組
織
（
ク
ラ

ブ
）
を
設
置
す
る
。

º
現
時
点
で
は
、
次
の
基
本
的
な

機
能
が
考
え
ら
れ
る
。
fl
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
市
民
参
加
の
窓
口

機
能
、
‡
「
新
し
い
公
共
」
分
野

に
お
け
る
協
働
推
進
機
能
、
·
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
へ
の
活
動
支
援
機
能
、

‚
市
民
活
動
へ
の
場
の
提
供
と
交

流
機
能
、
„
情
報
の
受
発
信
な
ど

情
報
交
流
機
能

※
提
言
は
、
企
画
経
営
室
（
市

役
所
３
階
）
で
配
布
す
る
ほ
か
、

三
鷹
市
ホ
U
ム
ペ
U
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

∞
企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
１

４

も
）
を
記
入
し
、
¿
48
―
１
４
１

９
・
Ｅ
メ
U
ルkikaku@

city.
m
itaka.tokyo.jp

・
「
〒
181
―

８
５
５
５
三
鷹
市
役
所
企
画
経
営

室
」
へ
申
し
込
む
。
電
話
も
可
。

※
庁
舎
南
側
の
夜
間
・
休
日
受

付
横
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

∞
企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
５

０
・
２
１
５
１

自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
を
検

討
す
る
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
第
２

分
科
会
（
座
長
・
西
尾
勝
国
際
基

督
教
大
学
教
授
）
の
傍
聴
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

▽
第
10
回
＝
７
月
16
日
Œ
午
後
７

時
〜
９
時
、
市
役
所
３
階
第
３
委

員
会
室
で
。

▼
前
日
ま
で
に
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ

U
ル
、
は
が
き
に
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
（
お
持
ち
の
方
は
フ
ァ

ク
ス
番
号
と
メ
U

ル
ア
ド
レ
ス

ま
ち
づ
く
り
研
究
所

第
２
分
科
会
の
傍
聴

第
20
回
太
宰
治
賞
募
集

◆
当
選
作

１
篇
（
他
に
「
優
秀

作
」
が
選
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
）

◆
締
切

平
成
15
年
12
月
10
日

（
消
印
有
効
）

◆
発
表

選
考
結
果
は
平
成
16
年

４
月
〜
５
月
に
発
表
。当
選
作
品
、

優
秀
作
品
、
最
終
候
補
作
品
は

「
太
宰
治
賞
２
０
０
４
」（
平
成
16

年
５
月
〜
６
月
に
筑
摩
書
房
か
ら

刊
行
）
に
掲
載
予
定
。
当
選
者
に

は
正
賞
に
記
念
品
、
副
賞
に
100
万

円
を
贈
呈
。

◆
選
考
委
員
（
敬
称
略
）

吉
村

昭
／
高
井
有
一
／
柴
田
翔
／
加
藤

典
洋

◆
応
募
規
定

º
未
発
表
小
説
に
限
り
ま
す
。

º
400
字
詰
原
稿
用
紙
50
〜
300
枚
ま

で
。

º
応
募
作
品
は
１
人
１
〜
２
編
と

し
ま
す
。

◆
送
り
先

「
〒
111
―
８
７
５
５

台
東
区
蔵
前
２
―
５
―
３
筑
摩
書

房
内
　
太
宰
治
賞
係
」

※
当
選
作
品
の
出
版
権
お
よ
び

映
画
・
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
化
な
ど

の
権
利
は
、
筑
摩
書
房
に
帰
属
し

ま
す
。

▼
く
わ
し
く
は
筑
摩
書
房
太
宰
治

賞
事
務
局
ò
03
―
５
６
８
７
―
２

６
７
１
へ
。

■
募
集
要
項

第
19
回
太
宰
治
賞
の
受
賞
作
品

と
最
終
候
補
作
品
、
選
考
委
員
の

選
評
な
ど
を
収
録
し
た
冊
子
「
太

宰
治
賞
２
０
０
３
」
を
ご
希
望
の

方
（
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
）

に
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
７
月
14
日
Ã

（
必
着
）
ま
で

に
、
往
復
は
が

き
に
「
太
宰
治

賞
２
０
０
３
希

望
」
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
太

宰
治
賞
事
業
へ

の
感
想
と
返
信

∞
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
室
ò
内

線
２
５
１
７

サマーフェスティバル

・イン・みたか　５ｔｈ

宛
先
を
記
入
し
「
〒
181
―
８
５
５

５
三
鷹
市
役
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文

化
室
」
へ
申
し
込
む
。
抽
選
で
20

冊
。
当
選
者
に
通
知
の
う
え
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
室
（
市
役
所
５

階
）
で
配
付
し
ま
す
。第19回太宰治賞受賞者の小林

ゆりさん（６月17日、東京會
舘で行われた授賞式で）。受賞
作は「たゆたふ蝋燭」
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